
JP 6033430 B2 2016.11.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタシステムであって、
　第１のコネクタであって、第１の筐体を含み、該第１の筐体が、複数の第１の端子空洞
と、複数の第１の受容ポケットとを含み、隣接する第１の端子空洞間に第１の間隔が画定
され、各第１の受容ポケットと隣接する第１の端子空洞との間に第２の間隔が画定される
、第１のコネクタと、
　複数の第２のコネクタであって、各第２のコネクタが筐体を含み、該筐体が、複数の第
２の端子空洞と、少なくとも１つの第２の受容ポケットとを含み、隣接する第２の端子空
洞間に第３の間隔が画定され、各第２の受容ポケットと隣接する第２の端子空洞との間に
第４の間隔が画定される、第２のコネクタと、
　複数のリード電線アセンブリであって、各リード電線アセンブリが、第１の端部および
第２の端部を有するリード電線を含み、導電性端子が前記リード電線の第１の端部に接続
され、第２の導電性端子が前記リード電線の第２の端部に接続される、リード電線アセン
ブリと、
　複数のコネクタリンクであって、各コネクタリンクが、少なくとも１つのサブコネクタ
およびインピーダンス平衡ケーブル対を含み、各サブコネクタが１対の第３の端子空洞を
含み、該１対の第３の端子空洞間に第５の間隔が画定され、前記１対の第３の端子空洞は
１対の導電性端子を受容するように形成され、前記平衡ケーブル対が少なくとも１つの端
部を有し、前記平衡ケーブル対の各端部が前記１対の導電性端子に接続される、コネクタ
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リンクと、を備え、
　前記リード電線アセンブリの第１の端部が前記第１の端子空洞中に保持され、前記リー
ド電線アセンブリの第２の端部が前記第２の端子空洞中に保持され、前記コネクタリンク
の第１の端部が前記第１の受容ポケットのうちの１つの中に保持され、前記コネクタリン
クの第２の端部が前記第２の受容ポケットのうちの１つの中に保持されたときに、前記第
２の間隔が前記第５の間隔よりも大きい、コネクタシステム。
【請求項２】
　コネクタシステムであって、
　第１のコネクタであって、第１の筐体を含み、該第１の筐体が、複数の第１の端子空洞
と、少なくとも１つの第１の受容ポケットとを含み、隣接する第１の端子空洞間に第１の
間隔が画定され、各第１の受容ポケットと隣接する第１の端子空洞との間に第２の間隔が
画定される、第１のコネクタと、
　第２のコネクタであって、第２の筐体を含み、該第２の筐体が、複数の第２の端子空洞
と少なくとも１つの第２の受容ポケットとを含み、隣接する第２の端子空洞間に第３の間
隔が画定され、各第２の受容ポケットと隣接する第２の端子空洞との間に第４の間隔が画
定される、第２のコネクタと、
　少なくとも１つのリード電線アセンブリであって、各リード電線アセンブリが、第１の
端部および第２の端部を有するリード電線を含み、導電性端子が前記リード電線の第１の
端部に接続され、第２の導電性端子が前記リード電線の第２の端部に接続される、リード
電線アセンブリと、
　少なくとも１つのコネクタリンクであって、各コネクタリンクが、少なくとも１つのサ
ブコネクタおよびインピーダンス平衡ケーブル対を含み、各サブコネクタが、１対の第３
の端子空洞を含み、該１対の第３の端子空洞間に第５の間隔が画定され、前記１対の第３
の端子空洞は１対の導電性端子を受容するように形成され、前記平衡ケーブル対が少なく
とも１つの端部を有し、前記平衡ケーブル対の各端部が前記１対の導電性端子に接続され
る、コネクタリンクと、を備え、
　前記リード電線アセンブリの第１の端部が前記第１の端子空洞中に保持され、前記リー
ド電線アセンブリの第２の端部が前記第２の端子空洞中に保持され、前記コネクタリンク
の第１の端部が前記第１の受容ポケットのうちの１つの中に保持され、前記コネクタリン
クの第２の端部が前記第２の受容ポケットのうちの１つの中に保持されたときに、前記第
２の間隔が前記第５の間隔よりも大きい、コネクタシステム。
【請求項３】
　端子位置保証デバイスが、前記第１のコネクタ上の第１の位置に搭載され、それによっ
て、前記リード電線アセンブリが端子空洞に挿入されることが可能となり、かつ前記コネ
クタリンクが受容ポケットに挿入されることが可能となる、請求項２に記載のコネクタシ
ステム。
【請求項４】
　前記端子位置保証デバイスが第２の位置に移動され、それによって、前記リード電線ア
センブリおよびコネクタリンクが、前記筐体中でロックされる、請求項３に記載のコネク
タシステム。
【請求項５】
　各サブコネクタが、絶縁性材料から形成される、請求項１又は２に記載のコネクタシス
テム。
【請求項６】
　前記平衡ケーブル対の第１の端部が、前記サブコネクタの第３の端子空洞のうちの１つ
の中に受容される、請求項１又は２に記載のコネクタシステム。
【請求項７】
　前記平衡ケーブル対の第２の端部が、前記サブコネクタの第３の端子空洞のうちの１つ
の中に受容される、請求項６に記載のコネクタシステム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本開示は、米国特許商標局に２０１２年７月２３日に出願され、「イーサネット自動車
ハーネス配線用差動対（Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｐａｉｒ　Ｌｉｎｋ　Ｆｏｒ　Ｅｔ
ｈｅｒｎｅｔ　Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ　Ｈａｒｎｅｓｓ　Ｗｉｒｉｎｇ）」という題名の
先行出願米国特許仮出願第６１／６７４，４６６号に対する優先権を主張するものである
。前述の特許出願の内容は、その全体が本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　本開示は、一般には、電気コネクタの分野に関する。特に、本開示は、ケーブルハーネ
スで用いられる多重導体型遮蔽電気コネクタおよび多重導体型非遮蔽電気コネクタに関す
る。
【０００３】
　今日、従来の電線ハーネスの製造は、端子に対して終端される複数の「単線電線」を提
示する。図１に最もよく示すように、複数のこのような単線の終端された電線は、束ねら
れた電線ハーネスを形成するように配列されて組み合わされる。多くの例において、ある
応用分野では、高いデータ速度の転送と、平衡化した、すなわちインピーダンス同調され
た差動対伝送リンクの使用とを必要とする。
【０００４】
　現行では、図２～４に最もよく示すように、単線電線方式では、複数の単線終端リード
電線（図に示す例では、対となっている）は、コネクタ筐体内で、隣接する端子保持空洞
中に挿入されて保持される。この対の終端電線は、次に、撚られて、撚り差動対を作成す
る。この後、撚り差動対の自由端部が、次に、第２のコネクタ中で同じ様式で保持されて
、ケーブルハーネスのこの部分を完成させる。
【０００５】
　この方式は、今日では、高速コントローラエリアネットワークおよびフレックスレイ技
術で見られるが、これは、労働集約的であるが、それは、電線が、コネクタ空洞本体に組
み立てられた後で撚られ、しかも、一貫性のない撚り速度制御で実行され、それが、とり
わけ、インピーダンス制御に、したがって、イーサネット（Ｒ）またはＬＶＤＳ（低電圧
差動信号）などのより高い速度の技術の性能に影響するからである。このアセンブリをさ
らに複雑にするのが、各々の対の端子を、撚りが発生する前に電線リードの両端部に取り
付けなければならないことであり、その結果、コネクタに挿入される前に、撚り電線の全
長の第２の（最終の）端部での、端子で提示される電位が不均衡になる。各々の端子がそ
のそれぞれの空洞内に適合することを許容するために撚られていないある長さが必要とさ
れるか、または、従来の電線ハーネス製造での挿入プロセスの性質上惹起されるこの撚ら
れていない影響を最小化するために、２つの端子を同時に（対として）挿入しなければな
らないか、のどちらかである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ある応用分野では、防湿および防塵ならびに封止部の追加などのさらなる要件は、この
アセンブリをさらに複雑化し、一貫性を保つのにさらなる困難を生じ、その結果、組み立
て効率を低下させる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　終端化に先立って２つの端子を群化することで、選ばれた終端プロセスの終端ステーシ
ョンに対する群化された端子の提示が可能となる。そうすることによって、事前に撚られ
た電線を、ケーブル長の等しいポイントで終端することが可能となり、これで、ケーブル
長間の傾斜の最小化が保証される。この群化された提示はまた、ケーブル終端のポイント
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対ポイント式端部間の平衡が最大化される。この群化された端子およびデュアル端部撚り
対ケーブルの端部要素が、電線ハーネス製造プロセス用の各々の端部で終端される単線電
線によって従来に提供されたものを提示し、緊密に管理され、まとめられた終端リンクを
提供する。
【０００８】
　したがって、電線ハーネスを接続するために用いられるコネクタシステムが提供される
。このコネクタシステムは、完全な機械的、電気的接続のための、第１のコネクタおよび
第２のコネクタを含む。１つの実施形態では、各々のコネクタリンクは、撚り対ケーブル
のそれぞれの端部に取り付けられた非遮蔽サブコネクタを有する非遮蔽撚り対ケーブルを
含む。この非遮蔽撚り対ケーブル、すなわちコネクタリンクアセンブリは、ハーネスの構
築プロセス中に導入され、各々のサブコネクタは、第１のコネクタおよび第２のコネクタ
に形成された対応するポケットに保持される。
【０００９】
　さらなる実施形態では、電線ハーネスアセンブリで用いられるコネクタシステムが提供
され、このコネクタシステムは第１のコネクタおよび第２のコネクタを含む。複数の単線
終端リード電線アセンブリが、各々のそれぞれのコネクタの端子受容空洞に保持される。
ケーブルの各々の端部に位置付けられたインターリーブされたホイル遮蔽物および遮蔽さ
れたサブコネクタを含むジャケット付き撚り対ケーブルを備える遮蔽されたコネクタリン
クは、同様に、ハーネス筐体の各々に保持される。
【００１０】
　さらなる実施形態では、モジュール式ハーネスコネクタ構成のコネクタリンクを利用す
るコネクタシステムが提供される。複数の個々のコネクタは、配線ハーネス内で相互接続
され、アレイ中で互いに対してインターロックされた一連の第１のコネクタを持つベース
コネクタを有する。各々の第１のコネクタは、特定の要件次第で単一のコネクタリンクま
たは複数のコネクタリンクを有し、複数の従来の終端単線リード電線アセンブリが、各々
のコネクタリンクに付随するが、これらのリンクもまた、個々のコネクタおよび連動コネ
クタアレイに接続することが可能である。
【００１１】
　代替の実施形態では、コネクタシステムは、封止バージョンか非封止バージョンかのど
ちらかで用いられるように構成される。このような場合、各々のコネクタは、塵および湿
気が各々のコネクタの電線収容部分を介してコネクタに進入することを防止するために、
コネクタのうちのそれぞれの１つの収容空洞またはチャンバに挿入された終端されたリー
ド電線に固着された電線封止部またはグロメットを含む。周辺または界面の封止部もまた
、第１のコネクタと第２のコネクタとの間の接続界面に提供され得る。周辺封止部は、コ
ネクタのうちの１つの上に位置付けられ、第１のコネクタを第２のプラグコネクタと接続
すると、第２のコネクタのある部分が封止部と重なり合ってバリアを作成して、塵および
湿気および塵が、コネクタシステムの界面部分を介してコネクタに進入することを防止す
る。
【００１２】
　本開示の上記の目的、特徴、および長所をより良く理解するために、図面を参照して、
詳細な説明のために、実施形態を提供する。
【００１３】
　本開示の編成ならびに構造および動作の様式は、そのさらなる目的および長所と共に、
同様の参照符号が同様の要素を特定する次の添付図面と一緒に、以下の詳細な説明を参照
すればもっとも良く理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】従来の電線対電線ハーネスコネクタシステムの斜視図である。
【図２】図１のコネクタシステムの分解斜視図である。
【図３】図１のコネクタシステムの断面図である。
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【図４】電線対電線ハーネスコネクタシステムの従来のコネクタの第１の詳細な斜視図で
ある。
【図５】図４のコネクタの第２の詳細な斜視図である。
【図６】図４のコネクタの第３の詳細な斜視図である。
【図７】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの第１の詳細な斜視図である。
【図８】図７のコネクタの第２の詳細な斜視図である。
【図９】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのコネクタリンクの概略図である
。
【図１０】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのコネクタリンクのサブコネク
タの詳細な斜視図である。
【図１１】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのコネクタリンクを生成する組
み立てプロセスの概略図である。
【図１２】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの遮蔽されたコネクタリンクの
端部の分解斜視図である。
【図１３】図１２の遮蔽されたコネクタリンクの斜視図である。
【図１４】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのサブハーネス部分の平面図で
ある。
【図１５】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステム用のモジュール式維持アセンブ
リの斜視図である。
【図１６】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの第３の詳細な斜視図である。
【図１７】図７～８または１６のコネクタの平面図である。
【図１８】図１７のコネクタの断面図である。
【図１９】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのベースコネクタの平面図であ
る。
【図２０】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの代替のベースコネクタの平面
図である。
【図２１】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの分岐コネクタの平面図である
。
【図２２】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムのベースコネクタの概略図であ
る。
【図２３】本開示の電線対電線ハーネスコネクタシステムの代替のベースコネクタの概略
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示は様々な形態の実施形態の影響を受けやすいとはいえ、具体的な実施形態が、図
面に示され、本明細書に詳細に説明され、本開示は、本開示の原理の例示であると考慮さ
れるべきであり、本開示を図示されたそれに限定する意図はないことが理解される。
【００１６】
　したがって、特徴または態様に対する引用は、本開示の実施例の特徴または態様を説明
することを意図するものであり、そのすべての実施形態が説明された特徴または態様を有
さなければならないことを意味するものではない。さらにそのうえ、説明はいくつかの特
徴を解説することに留意されたい。ある特徴を一緒に組み合わせて可能なシステム設計を
解説しているが、これらの特徴はまた、明示的には開示されていない他の組み合わせでも
用いられ得る。したがって、示される組み合わせは、特に記載しない限り限定的であるこ
とを意図するものではない。
【００１７】
　図に示す実施形態では、本開示の様々な要素の構造および動作を説明するために用いら
れる上、下、左、右、前方、および後方などの方向の表現は、絶対的なものではなく相対
的なものである。これらの表現は、要素が図に示す位置にあるときに適切である。しかし
ながら、要素の位置の記述が変化する場合、これらの表現は対応して変更されるものとす
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る。
【００１８】
　本開示の実施形態を図示する図１～３および７～８に示すように、電線対電線コネクタ
システム、またはケーブルハーネス１０は、第１のコネクタ４０、一般的にはレセプタク
ルタイプコネクタと、第２のコネクタ７０、一般的には、方向Ａに沿ってかみ合い可能な
プラグタイプコネクタとを含む。好ましい実施形態が電線対電線ハーネスシステムとして
図示されるとはいえ、さらなる構成は電線対基板システムを含み得るが、これは、回路基
板上に搭載された第１のコネクタおよび多重導体ケーブルに取り付けられた第２のコネク
タまたは多重導体ケーブルを必要とするいずれかの他のシステムを含む。
【００１９】
　各々のコネクタ４０、７０は、その主本体部分にモールディングされた複数の空洞を含
む。これらの空洞は、複数の雄１および牝１１の導電性端子リード線を受容する。各々の
端部にサブコネクタ１２０を含むインピーダンス平衡ケーブル対－すなわち一般的には撚
り対またはツインアックスケーブル－１１０を有するコネクタリンク１００は、各々のそ
れぞれのコネクタに形成されたポケット１２５にさらに受容される。弾力的に偏向するロ
ック部材２２を含むロック構造が、一方のコネクタ上に形成されていて、完全に結合され
たときに、コネクタを一緒に固着させるために他方のコネクタ上に形成されたロック突出
部２４と選択的に係合する。
【００２０】
　第１のコネクタ４０は、好ましくは絶縁性材料からモールディングされた筐体４２を含
み、かつ、主本体部分５０、主本体部分５０の一方の側から延在する前方もしくはかみ合
い部分５２、および主本体部分５０の反対側から延在する後方部分もしくは端子受容部分
５４を含む。主本体部分５０は、複数の第１の電導性端子１２を受容するためのその内部
に形成された複数の空洞もしくは通路６０を含む。第１の導電性端子１２は、筐体４２の
後方部分５４に形成された開口部を介して挿入されて、弾力性バネフィンガ６６によって
筐体４２中に保持される。端子通路６０と位置合わせされた対応する開口部６８は、第１
の端子１２との電気的係合のためにその中を通って第２のコネクタ７０中に保持された第
２の導電性端子２の接触部分７を受容するために、筐体４２のかみ合いもしくは前方部分
５２に形成される。
【００２１】
　第２のすなわちレセプタクルコネクタ７０は、同様にそして好ましくは絶縁性材料から
モールディングされ、その中に第１のコネクタ４０をかみ合うまたはこれを受容するよう
に構成される。第２のコネクタ７０は、主本体部分８０、主体部分８０の一方の側から延
在する前方もしくはかみ合い部分８２、および主本体部分８０の反対側から延在する後方
もしくは端子受容部分８４を含む。主本体部分８０は、複数の第２の導電性端子２を受容
するためのその内部に形成された複数の空洞もしくは通路９０を含む。端子は、レセプタ
クルコネクタの筐体７２の後方部分８４に形成された開口部を通って挿入されて、同様に
、弾力性バネフィンガ９８によって筐体７２中に保持される。端子は、プラグコネクタ４
０のそれぞれの第１の導電性端子と位置合わせされて、かみ合ったら、プラグコネクタ１
０の第１の導電性端子と完全に電気的な接続をする。
【００２２】
　図２～３に最もよく示すように、各々の第１の導電性端子１２は、スタンプされて、導
電性材料から形成される。各々の端子１２は、主本体部分１３の１つの端部に形成された
電線受容部分１４を持つ主本体部分１３と、それぞれのかみ合う導電性端子２との電気的
接触のための主本体部分１３の第２の端部から延在するかみ合い端部１５とを有する。電
線受容部分１４は、プラグコネクタ４０から後方に延在するリード電線１９によって、第
１の導電性端子１２の電線受容部分１４にリード電線１９を固着するためのかしめ部分１
６を有する。
【００２３】
　各々の第２の導電性端子２は、スタンプされて、銅または銅系の合金などの導電性材料
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から形成される。各々の端子２は、主本体部分３の１つの端部に形成された電線受容部分
４を持つ主本体部分３と、主本体部分３の第２の端部から延在するかみ合い端部７とを有
する。電線受容部分４は、レセプタクルコネクタ７０から後方に延在するリード電線９に
よって、電子端子２の電線受容部分４にリード電線９を固着するためのかしめ部分６を有
する。
【００２４】
　すでに注記し、図７～１０に図示するように、コネクタハーネスアセンブリ１０もまた
、第１のサブコネクタ１２０と、第２のサブコネクタ１２２と、それぞれの端部で各々の
サブコネクタに接続されたインピーダンス平衡ケーブル対１１０とを有するコネクタリン
ク１００を含む。第１のサブコネクタ１２０は、主本体部分を含む好ましくは絶縁性材料
から形成された筐体１２１、前方かみ合い部分１２６、および後方端子受容部分１２８を
有する。主本体部分は、各々の空洞に導電性端子１３２を受容するためのその内部に形成
された１対の端子受容空洞１３０を含む。
【００２５】
　同様に、コネクタリンク１００の各々の端子１３２は、好ましくは導電性材料から形成
される。各々の端子１３２は、本体部分、本体部分の一方の端部での接触部分、および、
本体部分の他方の端部に形成された固着端部１３４を備える。固着端部１３４は、撚り対
ケーブル１１０のリード電線のうちの１つの端部部分に固着するための固着部分で形成さ
れている。好ましい実施形態では、端子１３２は電線に対してかしめられるが、任意の固
着方法を用い得る。図示するように、各々のコネクタリンク１００は、合計で４つの端子
１３２を有し、１対の端子１３２が撚り対ケーブル１１０の各々の単線電線にかしめられ
ている。端子は、撚り対ケーブル１１０の各々の端部にかしめられる。
【００２６】
　図１０に最も良く示すように、各々のサブコネクタの筐体１２１は、その内部にモール
ディングされた１対の端子受容空洞１３０を含む。各々の空洞１３０は、一般的に、ポケ
ット、または、それぞれの端子を空洞１３０内に固着するための偏向可能なバネフィンガ
（図示せず）を有する。代替的には、端子をそれらのそれぞれの筐体で保持するために、
他の方法も用い得る。好ましい実施形態では、バネ保持フィンガは、端子の主本体部分上
に形成されていて、空洞に挿入されて、窪みまたはショルダ内にロックされると、端子が
引き抜かれることを防止する。図１１に概略図が示されている自動式または半自動式の組
み立てプロセスによって、撚り対ケーブルは、事前に撚られて、この対の各々のそれぞれ
の導電性端子に終端され、これにより、完全なコネクタリンクが個別のサブアセンブリと
して処理されて、ラインから生産されて離れ、または完成品として電線ハーネス製造施設
に出荷されることを許容する。電線を撚って、端子を電線の各々の端部にかしめて、絶縁
性の筐体に挿入するプロセスは、完全に自動化されて、コネクタリンクに対する対称性お
よび平衡性を保証する。
【００２７】
　好ましい実施形態では、コネクタシステム１０が、非遮蔽のコネクタリンクを有するも
のとして図示されている。言い換えれば、撚り対ケーブル１１０は鞘に納められているが
、内部ホイルＥＭＩ遮蔽物は含んでいない。好ましい実施形態は、インピーダンス平衡も
しくは電気的に平行したケーブル対または撚り対で利用されるが、これは、２つの導体を
有するツインアックスケーブル、撚りクワッドケーブル、および他の、多重導体コアを有
する高データ速度ケーブルを含む様々な他の平衡ケーブル対を含むことに留意すべきであ
る。結果として、サブコネクタ１２０は、どんな遮蔽物を有するためにも必要とはされな
い。
【００２８】
　図１２～３で、遮蔽バージョンが示されており、撚り対ケーブル１１０は、撚り対ケー
ブル１１０の内部導体１０９間でインターリーブされた導電性ホイルまたはブレイド１１
１と、外部鞘１１２とを含んでいる。このホイルまたはブラッドに加えて、第３のドレイ
ン電線も、必要に応じてさらなる接地を提供するために用い得る。同様に、内部導電性電
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線１０９は、端子１３２に固着されて、サブコネクタ１２０内に挿入される。スタンプさ
れて形成された外部封止部１１５、１１６は、サブコネクタ１２０の絶縁性本体を囲み、
次にケーブル１１０のホイルＥＭＩ層１１１に接続されて、遮蔽された電気伝送チャネル
となる。
【００２９】
　簡略なコネクタアセンブリすなわちハーネス１０は、一般には、第１および第２のコネ
クタ４０、７０を含むが、複数の第１および第２のコネクタ４０、７０を含み得る。自動
車産業では、一般的なコネクタハーネスが、車両全体中を走行して分岐し、電力および信
号を全ての周辺デバイスに転送し、かつ複数の独立したハーネスアセンブリを必要とする
。ある例では、高データ速度伝送が必要とされ、上記のコネクタリンクの使用がこれを遂
行する。これらの場合、コネクタリンク（時として、データリンクと呼ばれる）は、図１
６に示すように、車両ハーネス分岐のうちの１つまたはいくつかに組み込まれる。コネク
タリンク１１０は、第１のコネクタ４０に接続された第１のサブコネクタを含む第１の端
部と、第２のサブコネクタ（図示せず）に接続された第２の端部とを有する。この例では
、このハーネス部分１０中に保持されているコネクタリンク１１０が４つ存在する。他の
空洞は、電力および他の信号の伝送を搬送するために、複数の単線終端リード電線アセン
ブリ（図示せず）を含む。
【００３０】
　ハーネス構築プロセスの組み立て部分中は、コネクタリンク１００は、完全なサブアセ
ンブリとして提供されて、図１６に示すように、単にデータリンクのそれぞれのサブコネ
クタ１２０をハーネス端部のコネクタ４０、７０中の適切な位置に挿入することによって
、ハーネス１０に導入される。この方式の価値は、それが次に従来のハーネス構築プロセ
スで通常の一体化された端子のように用いることが可能な差動対構成中で遮蔽ソリューシ
ョンおよび非遮蔽ソリューションを提供するということである。
【００３１】
　ハーネス１０のコネクタ４０、７０の各々は、コネクタリンク１００に対するサブコネ
クタ１２０の端部のうちの１つを受容するためのモールディングされたポケット１２５を
有する。ベースコネクタ４０の受容ポケット１２５に挿入されると、各々のコネクタリン
ク１００のサブコネクタ１２０は、各々のサブコネクタ１２０をコネクタ４０内にしっか
りと維持するために用いられるラッチまたは代替の保持機構によって保持される。一般に
、サブコネクタ１２０またはベースコネクタ４０上の偏向可能なラッチは、他方のコネク
タのショルダまたは窪みと係合して、サブコネクタ１２０がベースコネクタ４０のポケッ
トから取り外されないようにする。
【００３２】
　サブコネクタ１２０を正しく位置合わせして誘導するために、各々のサブコネクタ１２
０は、筐体の外部上にモールディングされた突出部すなわちリブ１２１を有し、それによ
って、各々のサブコネクタ１２０がコネクタ筐体上のスロット１２３に挿入されて、正確
な位置を保つことが可能であるようにしている。コネクタリンクを筐体に正しく合わせる
ためにリブ１２１およびスロット１２３が用いられているところを示しているが、他の方
法も用いることが可能である。代替的には、コネクタリンク筐体１２０の基本的な断面形
状も用いることが可能である。くわえて、異なる分極化およびキーイングのオプションを
コネクタ内で用いて、各々のコネクタ４０内で複数のコネクタリンク１００を正しくキー
イングすることが可能である。これが、コネクタリンク１００の正しい極性および連続性
を可能とし、さらに、撚り対ケーブル１１０の平衡および対称性を保つための任意の最終
調整を可能とする。サブコネクタ１２０を撚り対ケーブル１１０と完全に係合させること
によって、撚りが非対称的に解けることはありえない。すなわち、電線では解けたり撚っ
たりすることはすべて同時に発生して、したがって電気的平衡を保ち、かつ取り扱い中に
発生し得る偶発的な解けも、対称性を失うことなく補正することが可能である。
【００３３】
　くわえて、単線終端リード電線アセンブリ１、１１およびコネクタリンク１００が各々
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のそれぞれのコネクタ筐体４０、７０内で正確に位置付けられて保持されることを保証す
るために、図１７～８に最もよく示す端子位置保証（ＴＰＡ）デバイスまたは独立二次ロ
ック（ＩＳＬ）デバイス１４０を用いて、コネクタ４０の正確な組み立てを容易化し得る
。ＴＰＡ／ＩＳＬ１４０は、一般的には、筐体４２上の第１の位置に、解除可能なラッチ
または他の類似の保持機構で搭載される。この実施形態では、単線終端リード電線アセン
ブリ１１は、それらのそれぞれの空洞６０に挿入されて、空洞６０内に固着される。コネ
クタリンク１００は、次いで、その定義されたポケットまたは窪み１２５に挿入されて、
同様にそのポケット１２５内に固着される。
【００３４】
　終端されたリード電線アセンブリ１１およびコネクタリンク１００の全てが筐体９４２
内に位置付けられた後で、ＴＰＡ／ＩＳＬ１４０が起動される。一般に、ＴＰＡ／ＩＳＬ
１４０は、平行移動または移動されて、端子１２または、この実施形態では、端子１２お
よびサブコネクタ１２０上の協働する特徴部と係合する。これは一般的には、窓、窪み、
またはショルダであり、各々の端子およびサブコネクタ筐体上に形成される。ＴＰＡ／Ｉ
ＳＬ１４０上に形成されたポスト、ボス、または突出部は、ＴＰＡ／ＩＳＬデバイス１４
０が起動されると、窓または窪み中の第２の最終的なまたはロックされた位置に受容され
る。ＴＰＡ／ＩＳＬ１４０を第２の位置に移動させることが不可能な場合、これが、端子
１２またはコネクタリンク１００のうちの少なくとも１つがコネクタ筐体４２内で正しく
位置付けされておらず、コネクタ４０を検査すべきであり、正確に組み立てられるように
コネクタ４０を調整または固定するためのさらなる動作が必要であるという通知または検
出を誘発または提供する。くわえて、ＴＰＡ／ＩＳＬ１４０をその第２の位置に移動させ
ることが不可能な場合、それはまた、ハーネスアセンブリすなわちコネクタシステム１０
の第１および第２のコネクタ４０、７０が、完全に一緒に接続されることを妨げるが、こ
れは、コネクタのうちの１つが正しく組み立てられないことのさらなる表示である。
【００３５】
　コネクタシステムの同調は、端子同士間の間隔を調整することによって遂行されるが、
インピーダンスおよびクロストークは、隣接する端子間の距離によって直接に影響される
。これらの端子は、少なくとも１対の端子を有する多回路コネクタ内または単一サブコネ
クタ中に位置付けすることが可能である。くわえて、複数行の端子を有するコネクタシス
テムでは、端子の行間の距離もまた、電気的性能に影響する。例えば、単一行のコネクタ
では、端子間の距離だけが並列方位にあり、したがって、隣接する端子間の距離は、イン
ピーダンスおよびクロストークの影響を有する。複数行のコネクタでは、並列間隔だけで
なく、行間の間隔および各々の行と組み合わされた端子間の間隔の群化も性能に影響する
。
【００３６】
　１対の電線終端アセンブリを、次に、複数の単線対終端アセンブリに群化して、技術上
の必要に応じて、複数のレーンの異なる対の手配をすることが可能である。個々の対を有
するということは、他の類似の信号タイプ、すなわち攻撃的な性質のそれらからの所望の
距離のところでより大きいアレイ内に配置することを可能とし、これらの異なる対に対す
る信号のクロストークまたは任意の攻撃的信号の影響を最小化することを可能とする。
【００３７】
　本実施形態では、コネクタ４０は、複数の単線終端リード電線１１と、１つの群の対の
端子１３２を含むサブコネクタ１２０を持つ１つ以上のコネクタリンク１００とを備える
。コネクタ４０のモジュール式構成次第で、終端リード電線アセンブリおよびコネクタリ
ンクの様々な配列を指定することが可能であり、それらの全てが、隣接する端子または群
の端子間の間隔を有する。解説目的で、図１９～２１を参照すると、１６の回路ベースコ
ネクタ１５０および４つの個々の単一行４回路分岐コネクタ１６０を用いる電線ハーネス
コネクタシステム１０が考えられる。この１６の回路ベースコネクタ１５０は、コネクタ
リンク１００の１つのサブコネクタ１２０を受容するために一定間隔で交互に配置された
４つの受容ポケット１５２を含み、残りの回路位置１５４は、単線終端リード電線１１１
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のために留保されている。
【００３８】
　分岐コネクタ１６０は、受容ポケット１６２と単一空洞１６４との任意の組み合わせを
含むことが可能である。例えば、１つの分岐コネクタ１６０は、コネクタリンク１００の
１つまたは２つのサブコネクタ１２０を受容するための２つの並列ポケット１５２を含む
ことが可能である。第２の分岐コネクタ１６０は、図２３に明記されるように、コネクタ
リンク用の単一の中心に位置付けられた受容ポケット１６２と、コネクタリンクポケット
１６２の各々の側部の外側に位置付けられた単一空洞１６４とを含み得る。第３の配列は
、１対の並列単一空洞１６４と、空洞のどちらかの側の単線コネクタリンクポケット１６
２とを含み、第４の配列は４つの個々の単一空洞１６４を含む。
【００３９】
　全ての配列において、かつ、高データ速度伝送での特定の配列において、信号は、効率
を最適化し、クロストークを平衡化して最小化するように同調しなければならない。この
図示の場合、これは、分岐コネクタ１６０と、ベースコネクタ中での並列および行間の組
み合わせとにおける並列間隔を調整することを伴う。図２２～３に最もよく示すように、
間隔Ｄが、コネクタリンク１００の撚り対サブコネクタ１２０内の各々の端子間に存在す
る。Ｄという寸法は、コネクタリンク中で隣接する端子に対して最も近い近接性をどちら
が保ち、かつ差動対のコネクタリンク１００内でクロストークまたはあらゆる攻撃的信号
の影響を最小化するかで決定される。コネクタ配列が単線終端リード線１１とコネクタリ
ンクアセンブリ１００との双方の群を有するとき、間隔は、一般的に、Ｄ、すなわちコネ
クタリンク１００内の間隔によって決定され、したがって、隣接する単線終端リード線１
１とコネクタリンク１００との間の間隔は、並列方位で少なくともＤであり、行から行へ
の方位では少なくともＤであるべきである。円形または極性のある方位などの他の配列で
は、半径方向距離および対角線に沿った間隔は、少なくともＤという間隔を保つべきであ
る。
【００４０】
　塵および／または湿気からの保護が必要とされる場合では、ハーネスコネクタシステム
は、塵および／または湿気がアセンブリの界面側からコネクタシステムに進入することを
防止する周辺封止部を組み込む。図２～３を参照すると、シュラウドまたはフード４４が
、第１の筐体４２の主本体部分５０の周辺を囲んで、柔軟なエラストマー系の周辺封止部
３０を受容するための筐体４２の主本体部分５０の外部表面５６とシュラウド４４の内部
表面４６との間の開口部、すなわち受容空間４８を形成する。主本体部分５０とシュラウ
ドすなわちフード４４との間の受容空間４８は、かみ合うと、周辺封止部との重なりを作
成して、塵および／または湿気のあり得る進入へのバリアとなる第２のコネクタ７０に形
成されたフード延在部７４を収容する。
【００４１】
　コネクタの後方から、電線封止部すなわちグロメット１１２を用いて、電線と、リード
線アセンブリ１１が筐体４２に挿入される筐体空洞６０との間を封止することによって、
塵および／または湿気が終端端部から進入することを防止する。電線封止部が用いられる
場合、円形の封止部が厳密に位置合わせして電線を囲み、電線に沿って、導電性端子１の
かしめ部分にかしめられる。
【００４２】
　図１８に示されているが、多数の回路が用いられるコネクタでは、グロメットすなわち
マット封止部１８０を、個々の電線封止部１１２の代わりに用いることが可能である。こ
れは、一般的には、コネクタ筐体４２中の端子のサイズおよび位置に対応する複数の穴を
有し、コネクタ筐体４２の後方部に保持される平坦なエラストマー系材料を伴う。各々の
電線リード線アセンブリ１１はグロメット１８０中を通過して、グロメット１８の各々の
それぞれの穴とリード電線アセンブリ１１との間に適合して、塵および湿気が、コネクタ
ハーネスシステム１０の後方からコネクタ４０に進入することを防止する。くわえて、各
々のコネクタリンク１００はそれ自身によって封止され得る。すなわち、サブコネクタ１
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２０はまた、電線終端端部からコネクタリンク１００を封止するために、コネクタ４０お
よび／または電線封止部すなわちグロメット１８５と境界を接する周辺封止部を有し得る
。代替的には、一部の場合では、個別のエラストマー系の封止部が不可能な場合には、シ
リコンなどの分配されたエラストマーを塗布して、不規則エリアの周りにバリアを作成し
て、防湿性の通路を作成することが可能である。
【００４３】
　本開示の好ましい実施形態を図示、説明したが、当業者は、前述の説明および添付クレ
ームの精神および範囲から逸脱することなく、様々な修正を考案し得ることが想定される
。

【図１】 【図２】
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